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1.ま え が き

トンネル内の舗装 としては,従 来 か ら比較的多 くセメ

ン トコンク リー ト舗装(以 下 コンク リー ト舗装 とい う)

が採用 され ているが,一般 の場合,平 たん性 が悪 く走行性

に不快感 を与 えているこ とは定評 のある ところで ある。

高速道路 において も近年長大 トンネ ルについては種々検

討 がなされ,次 第 に平 たん性 も良 くなって来てい るが,

アス フ ァル ト舗装 と比べれば まだまだの感は取 りさるこ

とはで きないのが実状で あった。

しか るに一昨年末開通 した東北 自動車道(矢 板一 白河

間)の コンクリー ト舗装は,舗 設機械 の改 良,輸 入機械

の導入な どに よ り施工技術が著 し く進歩 し,ア スフ ァル

ト舗 装に匹敵す る平たん性が得 られ る様 にな ってきてい

る。従 って笹子 トンネ ルにおいて も,よ りよい品質 と平

たん性 を求 めて,ト ンネル内 とい うことに よる諸 々の制

約 条件 を排 除 しなが ら施 工 を行 った ものである。本報告

はその結果 について記述 した ものである。

2.工 事 の概 要

当工事 区間は,中 央 自動車道西宮線 の山梨県大月市笹

子町黒野 田(標 高680m)か ら山梨県東 山梨郡大和村 目

影(標 高650m)ま での笹子峠 を貫 く笹子 トンネ ルと,

それ に連続 した黒野 田 トンネルを含 めた,上 り線4784

m,下 り線4717mで ある。 コンク リー ト舗装版の施工

期間 は,昭 和50年5月 か ら9月 までの夏季で,舗 装面

積約66500m2(コ ンク リー ト容量約20000m3)の 舗設

を行 った。舗装構造 としては図-1に 示す ごと く,両 側

に円形水路 のある幅員3.5m×2=7mで コンクリー ト

版厚 は30cmの 鉄網入 であ り,路 盤は トンネル ず りを

破砕 した30mm～0の 粒度調整砕石 を用いた。

3.設 計 ・施 工 上 の 問 題 点 と そ の 解 決

明 りの工事 と相違 し,ト ンネ ルとい う狭 い空間での工

事 であるこ と,ま た路側構造物な どに より施 工方 法及 び

設計 の点 で,通 常の コンクリー ト舗装 と相違 点が多 々起

こって くる。本工事 の場合 に問題点 として取 り上 げた主

な ものにつ いて述べ る と次の ごと くであ る。

3.1目 地の設計について

(1)横 目 地

横膨張 目地は トンネル内は温度変化 が極 めて小 さい こ

とか ら,ま た この舗装 に隣接 する明 りの舗装 がアス フ ァ

ル ト舗装であ るとい う見 地か ら,各 坑 口か ら10m(1ス

パ ン目の横 目地)及 び100mの 位置 のみ に設 けた。

横 収縮 目地間隔は10mで 施工 目地以外 は全て カッタ

ー切断に よるめ くら目地構造 とし,そ の中 で坑 口 か ら

100m問 は3本 に1本 の割合 で,ま た 坑 口 よ り100m

より奥 は5本 に1本 の割合 で,セ メン トス レー ト板 を用

いた打込 み 目地 とした。

(2)縦 目 地

舗設幅7mの 中央に設け る縦 目地 は通常 の場合,版

底面 に高 さ5cmの 三角材 を用い,版 表面か らのカ ッタ

ー切断深 さは4cmに す るのが普通 であるが,本 工事 で

は路盤 に粒度調整砕石 を用いてい るため三角材 の確実 な

固定方法 に不安が あった。 このため版底面 の三角材 の使*日 本道路公団第2建 設局笹子 トンネル工事事務所 副所長

図-1標 準断面図
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用 をやめ,版 表 面か らのカ ッター切断深 さを9cmと し,

注入 目地 材 を注入 した。

路側 の円形水路 に接す る縦 目地 は,コ ンク リー ト版 と

円形水路 との完全 分離 をはかるため厚 さ10mmの エ ラ

ス タイ トを版底 面か ら27cmの 高 さまで 設置 し,版 表

面か ら3cmは カ ッター切断 とし,注 入 目地材 を注入 し

た。

(3)施 工 目 地

連続 して舗設 している場合 に設 ける 目地 は全 てめ くら

目地構造 とす るため,特 にその 目地位置 で平 たん性 を悪

くす る ことはないが,1日 の打止 りに設 ける施工 目地

は,過 去 の経験 による と必ず といえるほど平 たん性 の悪

い結果 を示 している。従 って本工事 では施工 目地 を挟 ん

だ前 後の版 の連続性 には種 々の検測 をフ レッシュコンク

リー トの時点 で行 うとともに,1日 舗設量 の増大 をはか

り,極 力施工 目地の数 を減ず る ことに努 めた。

3.2大 型舗設機械 の選 定につ いて

東北 自動車道 で使用 した様 な,高 性能 ・高能率 な大型

舗設機械 を用 い,硬練 りコンク リー ト(ス ランプ。2・5cm

以下)で 平 たん性 の良い コンク リー ト舗装 を施工すべ く

種 々検討 を行 った。

本 工事 に用 いた主な舗設機械 と選定経緯 を示す と次の

ごとくである。

(1)コ ンク リー ト縦取機(1台 使用)

コンクリー トの敷 きな らしにボ ックス型 スプ レッダを

使 用す るため,東 北道 の場合 には横取機 を使用 したが,

トンネ ル内の7m全 幅舗設 では 側道が ないため使用で

きず,こ のため,こ の横取機 を縦取機 に改装 して用 いる

ことにした(写 真-1参 照)。 縦取機 を 使用す る利点 と

しては,a.ス フ。レッダの ホ ッパー にダ ンプ トラ ックで

運 ばれて来 た コンクリー トを直接供給す るこ とが困難で

ある こと,b.ス プ レッダ の敷 きな らし時 に運搬 された

コンクリー トを縦取機 に一時 ス トックできるため供給 ロ

スが少な くな ること,c.ス プ レッダ の敷 きな らしに都

合 よくコンクリー トをホ ッパ ーに供給 で き る こ と,d.

その他 としては当然 の ことなが ら能率 よ く,品 質の よい

コンクリー トの舗設 につながる こと,で ある。縦取機 の

仕様 を示す と次の ごとくである。

(上 り線 ・下 り線 とも同 じ)

メー ヵー:千 葉機械(株)

ベ ル ト幅:1.5m

ホ ッパー容量:4.5m3

コンクリー ト供給能 力:常 用250m3/hr

(2)ボ ックス型 スプ レッダ(1台 使 用)

コンクリー トの敷 きな らしには,コ ンクリー トの均質

性 ・平た ん性に有利なボ ックス型スプ レッダを使 用す る

ことに した。東北道 の場 合は コンクリー トを横取方式 で

供給 したが,本 工事では前記 した縦取機 を用いるため,

ス プ レッダのホ ッパー を縦 取方 式に組 み替 えて用いた。

また供給が1箇 所であ るため1台 のスプ レッダで上 ・下

層の敷 きな らしを行 った。ボ ックス型スプ レッダの仕様

を示す と次の ごと くであ る。

(上 り線)(下 り線)

メー カー:西 独A.B.G.社 川崎重 工(株)

ホ ッパー容量:4.5m33m3

作業速度:60m/min40m/min

(3)コ ンク リー トフィニ ッシャ(上 り線 は上 ・下 層

用 として2台,下 り線 は上 ・下 層兼 用で1台)

コンクリー トの締固め及び荒仕上 げに用いるフ ィニ ッ

シャとしては,当 初東北道 の上 層に用いた西独A.B.G.

社の コンパ クター型 フィニ ッシ ャの使 用を予定 したが,

国内の保有数が少な く本 工事 に用いる ことが困難 である

ことがわか ったので,国 産のフェーゲル型 フィニ ッシ ャ

を用い ることに した。本工事 の場合 後述す る様 に レール

面が通常の場 合 よ り約10数cm高 いため,下 層 コンク

リー トの締固めの場合 その高 くな った分 だけ振動板 の下

降がで きる様に改造 を行 った。フ ィニ ッシ ャの仕様 を示

す と次の ごと くである。

(上 り線 ・下 り線 とも同 じ)

メーカー:川 崎重工(株)

振 動数:最 大4500rpm(通 常3000rpm)

走行速 度:0.7～40m/min(作 業時0.7m/min)

(4)振 動 目地 切機(1台 使用)

打込 み 目地 に用 いる振動 目地切機 は,み ぞを切 るため

のエ ッジの深 さは10cmと し幅 は10mmと した。

(5)縦 型表面仕上 げ機(1台 使用)

コンクリー トの表面仕上 げ としては,当 初東北道 の様

に斜 型表面仕上 げ機及 び縦型表面仕上 げ機 の導入 を考慮

したが,後 述 するご とく路側構造物 が円形水路 であ り斜

型表面仕上 げ機 の使用 は困難 である と考 えて,縦 型表面

仕 上げ機 のみに よる平 たん仕上 げを行 うこ とにした。縦

型表面仕上 げ機 の仕様 を示す と次 のご とくで ある。

写真-1コ ンク リー ト縦取機
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(上 り線)(下 り線)

メー カー:川 崎重工(株)石 川島 コー リング(株)

駆 動方式:全 油圧 自走式 機 械 ・油圧併 用 自走式

(6)そ の 他

東 北道 では このほかに,自 走式粗 面仕上 げ機,被 膜養

生 剤散布機な どが あるが,本 工事では コンクリー トの供

給能力 と トンネル内 とい うことで機 械種類 の多 くな るの

を防 ぐた め人力施工 とした。

以上の ごと くで 舗設機械 の組合せ を図示す ると 図-2

の ごと くで ある(写 真-2参 照)。

3.3路 側円形水路 と舗設機械走行用 レール 受金具に

ついて

図-1に 示す ごと く路側 には円形水路があ るが,こ れ

は舗装に先立 って施工 した。路面排水の呑 口を容易にす

るた めに円形水路の設計計画高 さよ り5mm下 りを施 工

高 さと定 めて行 うとともに,そ の仕上 り面 に舗設機械走

行 用 レー ルが設置 され るた め,平 た ん性に十分留意 して

行 った。 このた め円形水路の仕上 り面の許 容誤差は ±5

mmに 定 めたが,一 部15mmの 凹凸があ ったが全 体的

には許容値 を満足 していた。

舗設機械走行用 レー ルはコンク リー ト版 の平たん性の

基準 になるもので あるか ら,レ ー ルの設置方法には,平

た ん性の確保 と,重 機械(最 大約30t)の 走行に 対 し

て移動 しない こと,取 付 け ・取 りはず しの容易であ るこ

とな どに十分検討 を加 え,そ の結果図-3に 示す レール

受金具 を造 った。円形水路表面の細かい不陸については

6種 類の鋼板製 キャンバー を準備 し,必 要

に応 じ種 々の組合せ で受金具の下に挿入 し

た。 レールは22kg/mを 用い受金の間隔は

70cmと した(写 真-3参 照)。

3.4コ ンク リー トプラン トについて

舗装用 コンク リー トの品質は,他 の構造

物 と異 な り極 めてコンシステ ンシーの小 さ

い硬 いコ ンク リー トであ り,特 にその均質性 を要求 され

る ものである。従 ってコンク リー トプラン トも専用化 す

る ことを前提 として検討 した結果,ト ンネ ルの東 側坑 口

に設 けた トンネル内の巻立 てそ の他 に用い た プ ラン ト

(公称練 りまぜ容量1500lの 強制練 り)を 使用す ること

に した。従来 このプラン トで は比較的軟練 りの コンクリ

ー トが用 い られ ていたため,舗 装用 の硬練 りコンクリー

図-2主 な舗設機械の組合せ

写真-2補 装機械

図-3レ ール受金具

写真-3レ ール受金具の設置状況
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トを生産す るた めに次に示す ごとく改 良を行 った。

(1)骨 材ス トックヤー ド

a.細 骨材のス トックヤー ドは2箇 所 に し,最 小1日

は仮置 きして水切 りを行 う様に した。

b.骨 材のス トックヤー ドには上屋 を設 け,表 面水量

の変動 を少な くした。

c.ス トックヤー ドの底 は コンクリー ト版 とし,排 水

を高 め,泥 土の混入 をな くす様 に した。

d.プ ラン ト貯蔵槽への骨材の供給 は,シ ョベル とベ

ル トコンベ ヤで行 って い る が,シ ョベルでの採取位置

を,骨 材 の分離 しない様に留意 した。

(2)プ ラ ン ト

a.タ ー ンヘ ッ ド振 り分け シュー トの細骨材 の付着 を

な くした。

b.計 量器各部の清掃整備 を十分行 った。

c.集 合ホ ッパーに振動機 を取 り付 け,排 出を容 易に

した。

d.水 の放出パイプ を改造 し,ミ キサ内への分散 をよ

くした。

(3)練 りまぜ能力の決定

前記 した ごと くプ ラン ト全般に亘 り整 備 を行 った もの

について,コ ンシス テンシーの小 さい舗装用の コンクリ

ー トの最適 な練 りまぜ サイ クルタイム を得 るため
,練 り

まぜ性能試験 を行 い,バ ッチ容量 ミキサへの投 入順序及

び練 りまぜ時間 などの決定 をす るとともに,実 際に練 り

まぜた コンク リー トを所安時間運搬 し,ス ランプ並 びに

空気量 の低下量 の測定 を行 った。

そ の結果,練 りまぜ容量は1000lと し練 りまぜ時 間

は45秒 が適 当で あることがわか った。従 って練 りまぜ

の サイ クルタイ ムとしては,ミ キサへの材料の投入約20

秒,練 りまぜ時間45秒,コ ンクリー トの放 出約20秒

及びその他運搬車の入替な どの時間 を含めて,多 少 安全

をみ て合計100秒 とした。 従 って このプ ラン トの練 り

まぜ能力 としては10001×(3600÷100=36m3/hrと な

り舗設計画 の基準 とした。

4.コ ン ク リー ト

4.1コ ンク リー ト材料の選定

(1)セ メ ン ト

水和作用に よる発熱量 が少な く,収 縮 が小 さ くひびわ

れの発生が抑制 され る舗 装用セメ ン トの使用 について検

討 を行 ったが,総 必要量が少ない こと並びに納入 までに

日時 を要す ることな どか ら,普 通ポル トラン ドセメ ン ト

を十分 な管理の もとに使用す ることに した。

(2)骨 材

当初 は,富 士川河川産粗骨材 と,釜 無川水系の陸掘 り

の細骨材 の使用 を予定 し,種 々の組合 せに よるコンクリ

ー ト試験 の結果,釜 無川水系の陸掘 りの細骨材 を用いた

ものが強度的 に目標強度 を満足 しなか ったため,粗 ・細

骨材共 に富士川河川産の もの を用い ることに した。

(3)混 和 剤

減水剤 としてはポゾ リス を使用 したが下 り線(6月 施

工)に はNo.5L,上 り線(7月 施工)に はNo.8を 用

いた。

4.2コ ンク リー トの示方配合

配合設計 を行 った結果,舗 装用 コンクリー トの示方配

合 を,表 一1の ご とく定 めた。

5.コ ン ク リー ト版 の 舗 設 概 要

コンク リー トプラン トの設置位置が,前 記 した ごと く

東側坑 口に設 けてあるため,上 ・下線 とも トンネ ル内 を

運搬路 として用 い,西 側坑 口か ら東側坑 口に向 って舗設

を行 った。前述 したご とく施工 目地 を極力少な くす るた

め1目 の舗設延長 をなるべ く長 くす るた め,舗 設作業は

1日2交 代制 で施工 し,通 常 の作業時間 は,6時30分 ～

7時 を舗設 の開始 とし,打 込みの終 りが19～20時 頃,

また仕上 げの完了 が22時 ～22時30頃 まで,1日 の作

業時 間は平均15～16時 間 であった。

舗設 に要 した時間 は下 り線が昭和50年6月2日 よ り

7月6日 までの実稼働 日数30日 で,上 り線 が7月11日

よ り8.月9目 までの実稼働 日数27日 である。 舗設量 に

ついての詳細 を示す と表-2の ごと くで ある。

舗設方 法は,前 記図-2に 示す舗設機械 によ り,版 厚

30cmの コンク リー トを,2層 敷 きな らし,2層 締固 め

方 式で行 うもので,各 工種 の作業 内容及び人員配置 を示

す と表-3の ご とくである。

舗設 を各工種別 にその概要 を示す と次の ご と くで あ

表-1舗 装 用コンク リー トの示方配合

70 コンクリー ト工 学



る。

5.1路 盤 の維持

路盤材 は,ト ンネ ルず りを破砕 した粒度調整砕石であ

るため,十 分転圧 を したのち乳剤(PK-4,0.8l/m2)を

散布 したが,コ ンク リー ト運搬車 の走行 によ り路盤面の

損傷 を防 ぐため,乳 剤 を散布 した うえに更 に砂 を31n3/

100m2程 度 の散布 を行 った。

5.2目 地位置の確認

膨張 目地,収 縮 目地及び打 込み 目地の位置 を正確 に設

置す るた め,そ れぞれの記号 を定め円形 水路の表 面に印

した。

5.3目 地 ア ッセンブ リー,タ イバ ー,路 盤紙及び養

生マ ッ トなどの仮 置き

目地ア ッセ ンブ リ,鉄 網,補 強鉄筋及び路盤紙な どは

あ らか じめ所 定位置付近 の路側 に舗設作業 に支障 を起 こ

させない様 に仮置き し,そ の都度必要 に応 じて所定の位

置 に設置 した。

5.4コ ンク リー ト縦 取機 から ボ ックス 型 スプ レッダ

へ の コンク リー トの供給

A.B.G社 のボ ックス型 スプ レッダは 容量 も多 く能率

表-2舗 設量の詳細

表-3工 程による機械と人員配置
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的であるが,ホ ッパ ーは図一2に 示す ごと く,横 断方 向

に長 く設置 しているため,コ ンク リー トの供給 をホ ッパ

ー中央 に多 くなる様 にす ると,敷 きな らし方 向が縦 断方

向に行 うため,当 然 のことなが ら路側部分が コンクリー

トが不足 し,敷 きな らしに時間がかか るとともに,2～3

度の敷 きな らしの必要 が生ず るた め,敷 きな らした コン

ク リー トの密度 に差異 ができ,平 た ん性 を悪 くす る恐 れ

がある。従 って,ボ ックス型ス プ レッダのホ ッパーへの

コンクリー トの供給 は,路 側 に多少多 くな る様に行 うこ

とが必要 である。

5.5下 層 コンクー ト(厚 さ20cm)の 打設

ボ ックス型 スプ レッダによるコンクリー トの敷 きな ら

しは,版 の横断 こ う配(2%)を 考慮 して横 断方 向の余盛

りを変化 させ た。 この場合 の平均余盛 り量 としては2～

3cmで,締 固 めた後20cmの 厚 さが確保 で きる様 に

した。敷 きな らしの方法は,両 路側 より行 い版幅 の中心

部 をあ とで行 う様に作業 を行 った。締 固めはフィニ ッシ

ャで行 い,補 助 として両 路側部分 のみ棒状振動機 を用 い

て人力 の締固 めを行 った。

5.6タ イバー,鉄 網及び補強鉄筋 の設 置

所定の締固めが終 った下層 コンクリー ト版 に,タ イバ

ー,鉄 網及び補強鉄筋 の設置 を行 った。タイバ ーの設置

位置は,所 定 目地位置 に水糸を張 りそれ を基準 にして正

し く1m間 隔に置 き,下 層 コンクリー トの仕上げ面 よ

り5cm下 に押 込んだ。鉄網 も前記水 糸を基準 にして,

目地に重な らない様 に正 しく置 き,補 強鉄筋 を人力で鉄

網 に結 束 させた。

5.7上 層 コンク リー ト(厚 さ10cm)の 打設

下層 コンク リー トに準 じて行 ったが,余 盛 りについて

は よりい っそ う留意 して行 い,平 均的 には下層の半分 く

らいであったが,コ ンク リー トの コンシステ ンシーに応

じてその都度余盛 り量 を変化 させ,フ ィニ ッシャ通過後

の平 たん性 の確保 につ とめた。

5.8打 込み 目地の施工

フィニ ッシャに よる締固め荒仕上 げが終 った直後,振

動 目地切 り機に よ り打 込み 目地の施工 を行 った。仮挿入

物 としては セメン トス レー ト板(幅5mm,深 さ7cm)

を用い,荒 仕 上げ面 より約5mm程 度深 くな る様に埋

め 込 み,そ の前 後を人 力でコテな どでタンピングを行

い,更 に人力 フロー トに より荒仕上 げを行 った。

5.9表 面仕上げ

平 たん仕上 げは,前 記 した縦型表面仕上 げ機に よ り行

い,フ ロー トは縦方向 に1/2の 長 さずつ ラップ させなが

ら仕上 げを行 った 。フロー ト通過後は全面に フロー トあ

とが残 る ことは当然 であるが,荒 仕上 げの コンクリー ト

が余 り高い と,フ ロー ト端 か らモ ルタルが仕上げ面に残

る場合 があるが,こ の様 な場合 には,再 び仕上 げを行い

余分 なモルタルの除去 を行 った。

粗 面仕上 げには当初粗面仕上 げ機 を使用 したが,ほ う

きが堅 く,コ ンクリー ト中の粗骨材(細 粒の もの)を 起

こして しまい,均 一 な面 の確保 が困難 であったた め,人

力に よる粗 面仕上 げに切 りかえた。

5.10養 生

粗 面仕上 げが終 り,コ ンク リー ト面の水光 りが消 えた

時機 に被膜養生剤(0.4l/m2)を 散布 し初期養生 を行 っ

た。 トンネ ル内であるた め温度,湿 度 とも表一4の ごと

くであ り,版 表面 に養生 マッ トをかけ損傷 が生 じないま

で,そ のままで放置 した。後期養生 としては養生 マ ッ ト

で覆 い,路 側 に配置 した給水管 よ りホースによ り散水 を

し完全湿潤養生 を7日 間行 った。また更 に7日 間は,湿

潤養生は 中止 したが,無 載荷 のまま養生 を行 った。

5.11目 地 の施工

横 目地 のカ ッターによる切断 は,舗 設の翌 日よ り行 っ

た。縦 目地 は工程 の関係 で舗設後4日 目か ら行 ったが,

コ ンク リー トの硬化 が進み9cmの 全深 を一度に切 るこ

とが困難 とな り,2度 に分けて行 った。

横収縮 目地の切断深 さは7cmと したが,各 目地のひ

び われの入 る割合は,平 均 的でな く収縮 目地 に関係な く

80～100m間 隔に集 中してい る様 である。 もちろん各 目

地 は暫時ひびわれが入 るもの と考え られ る。

注入 目地材の注入 は,加 熱注入 目地材 を使用 したが,

注入に先立 ち,カ ッター切断時 のカスを取 り除 くととも

にサ ン ドブ ラス トを行い十分乾燥 してか らプライヤー を

塗布 して行 った。注入 に際 して9月 中旬頃 までは,外 気

温の影響 に より結露現象 が起 こり路面 が常 に湿潤状態 が

続 き施 工できなか った。 このこ とは トンネ ル内工事 とし

て特異な問題 であろ う。注入 目地材 の注入深 さについて

表-4施 工時の トンネル内温度及び湿度
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は,夏 季の はみ だし,冬 季の付着不良な どを考慮 し,収

縮 目地については版表面 まで,ま た膨張 目地については

V形 に版 表面か ら約10mmの 切 り下 げを行 った。

6.管 理 試 験 結 果

6.1コ ンクリー トのス ランプ

コンシステ ンシーの管理が,舗 設 時の施 工性 に極 めて

大 きい影 響のあ ることはい うまで もないが,特 記仕様書

に定め られた コンシステ ンシー特性値 は舗設位置 におい

てス ランプで2.5cm以 下 としたため,十 分留意 して管

理 を行 った。 このためプ ラン トと舗設位置 の2箇 所 で測

定 を行 ったが,ス ランプの平均値,ば らつき及 び運搬 中

の低下 を示す と表一5の ごとくである。す なわち,ス ラ

ンプの平均値 としては1.6～1.7cmと な り変動 も少 な

く良好 であ ったが,こ れは舗設機械 の締 固め ・表 面仕上

げの能 力,及 び版 表面 に浮き上 るモル タル量 な どか ら,

最 も適 当な ものであ った と考 え られる。なお運搬 中のス

ランプの低下量 は,夏 季 になるに従 って多少増加 の傾 向

を示 していた。

6.2コ ンクリー トの空気量

空気量 の変動 は,コ ンクリー トのワーカ ビリチーに大

きい影響 を与える ものであるため,ス ランプ と同様 に十

分 留意 し,プ ラン ト及 び 舗設位置 の箇所 で 測定 を行 っ

た。平均値,ば らつ き及び 運搬 中の低下 を示す と表-6

の ごと くであ り,特 記仕様書 に定 め られた3～6%の 範

囲 を十分満足す ることができた。

6.3コ ンク リー トの曲げ強度

設計基準曲 げ強度は45kg/cm2で,割 増 し係数 を1.15

とし目標強度 を51.75kg/cm2と して行 った。材令28日

の曲 げ強度の平均値,標 準偏差及び変動係数 を示 す と

表-7の ごと くで ある。

6.4コ ンク リー ト版 か らの抜 き取 りコー ア

コー アの採取は特記仕様書 の規定に従 い舗設延 長100

mに1本 の割合に,コ ンクリー ト版 縦

目間縁部か ら50cmの 位置 を 千鳥に

行 った。 コーア の厚 さを示す と 表-8

の ごと くで ある。

コーアか ら観察 した結果か らは,版

表面 に集 まる といわれてい るモ ルタル

層 の厚 みは,い ずれ も2mm以 下であ

り,また粗骨材 の分布 も良好で あった。

6.5コ ンク リー ト版の平たん性

8mの プ ロフィロメー タを用い平たん性 の測定 を行 っ

た。測定位置 は走行,追 越の両車線について各々2箇 所

ず つ全線 の測定 を行 ったが,結 果 を示す と表-9の ごと

表-5ス ランプの測定結果

表-6空 気量の測定結果

表-7曲 げ強度の試験結果

表-8コ ーアの厚さ

表-9コ ンク リー ト版の平たん性
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くである。 表-9か らわか る 様 に 全平均値 としては,

PrIで3.5～3.7cm/kmで 極 めて良い結 果 を得 る ことが

できた が,舗 設開始直後の西側坑 口付近は,機 械調整 ・

コンク リー トのば らつ きによ り余 り良い結 果が得 られな

か った。

PrIの み については東北道の場合 よ り優れた結果 が得

られ たが,TCRに ついては逆に多少悪い結 果であ った。

これ は舗設機械 の組合せで斜型表面仕 上げ機 を用いなか

ったこ とに起因す るもの と考 えられ る。

7.む す び

トンネ ル内の大型舗設機 械に よる コンクリー ト舗装 と

い うこ とで,当 初色々 と心配 をしたが,終 ってみ るとむ

しろ幸い した面 も多か った。すなわ ち,夏 季 の施 工であ

るに もかかわ らず トンネルの内部は湿度が高 く,昼 夜 の

気温差が殆 んどとい えるほ ど変わ らず常に20℃ 前後 と

い うことで,い わゆ る標 準養生の もとで舗設 できた こと

で,コ ンク リー ト版に は目に見えない品質上 のプ ラスが

あ った もの と考 え られ る。 また舗設機械 の レールについ

て も円形水路上 とい うことで,通 常の場合 より堅 固な固

定 ができた ことは,平 た ん性の良い舗 装 を得 る ことがで

きた もの と考 え られ る。

大型舗設機械 を導入 した ことに よ り,作 業員に対 する

安全管理 につ いても十分留意 し,特 に排気ガスについて

は浄化装置 の配置 を行 うとともに ガス量の観 測 も常時行

った結果 が安全 に作業がで きた もの と考 える。

いずれ にして も,た わみ性舗装,剛 性舗装 の差 はあ っ

て も,完 成直後 のアス ファル ト舗装 と同等の平 たん性 を

確保 できたこ とは,今 後 の トンネ ル舗装に対 す るコンク

リー ト舗装 の置 かれ る立場 は大 き く前進 した もの と考え

られ る。

最後 に施工 に際 し終始熱心 に協力 して頂いた業者の皆

様 にお礼 を述べ る とと もに,事 故の皆無であ った ことは

誠 に喜 びにた えないことで ある。
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